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１．目的  

 現行の 2 周波 GNSS は、移動局側機材の重さが 5kg 程度であり、出来形・出来高計測のような時間を要する

作業より、基準点設置など短時間で完了する作業に多用されている．近年、小型軽量の 2周波受信機が展開さ

れてきており、今回、どの程度の性能を持っているのか調査する． 

２．使用機材  

 2 周波 GNSS 受信機は、U-Blox 社製 ZED-F9P、ア

ンテナは、TOPGNSS 社製 GN-GGB0710 を用いた．写

真 1は移動局側受信機で、重さは約 49g である．

この構成で、GPS・GLONASS・BeiDou・Galileo の受

信が可能である．学校屋上に写真 2のように基準

局アンテナを設置後、NTRIP サーバーを設置すれ

ば、ネットワークによる RTK 計測が可能となる． 

３．実験項目  

以下の三つについて実験をおこなった． 

（１）座標のばらつき 

 1 日連続計測による座標のばらつきを調べる 

（２）作業性 

 周囲の影響による FIX の有無と時間を調べる 

（３）既知点との比較 

既知の基準点を計測して比較する 

４．実験結果 

 図１は、1日連続観測した座標(86,400 点：１Hz) 
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写真1 2周波GNSS受信機 写真 2 基準局アンテナ 

補正情報入力 

計測値出力 

2 周波アンテナ 

図 1 座標(平面)ばらつき 

1cm 

図 2 ばらつきの度合 図 3 標高のばらつき 

42％ 

24％ 
18％ 

1cm 
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のばらつき（XY）をプロットしたもので、約 3x4cm 内に収まっていることがわ

かる．出力データの最小桁は、緯度：0.0006”、経度：0.00006”なので、プロ

ットの間隔はそれぞれ 18.6mm、1.86mm となっている．図 2 は、図 1 で計測

された点の同座標値をカウントしたものを縦方向に表したもので、約 84%の

座標が、1x1cm 内に収まっていることがわかる．図 3は標高のばらつきで、

約 7cm の幅の中に収まっていることがわかる．表 1は、X,Y および標高の精

度で、どれも 5mm 以内であった． 

 作業性および既知点の比較の実験は、同時におこなった．図 4は基準

局と既知点(6点)の関係を示したもので、最大基線長は約 27km である． 

受信機の電源が ON になって FIX するまでの時間は、全点とも 1 分以内

であった．写真 3は、基準点から 30cm の位置に遮蔽物(ダムの地図看板)

がある状態を計測したもので、上空の半分が遮られている状況であった

が、1 分以内で FIX した．従来型 2 周波受信機と遜色ないレベルといえ

る．表 2は、既知点座標との比較結果である．X座標はどれも 50mm 以内

に収まっているが、Y 座標は最大 350mm 程度の差が発生しており、現時

点では発生原因がわからないため、調査が必要である．標高は、1 点だ

け 70cm 程度の差が発生した．ダム天端の位置(表２の①)であるが、現

時点では原因がわからないため、調査が必要である． 

５．本実験内での結論 

 小型軽量２周波 GNSS 受信機の精度は、従来型 2 周波受信機と同等

のレベルを持っている 

 基線長が 20km を超えても、FIX 時間は 1分以内と安定していた．実

務に適用できるレベルと考える 

 実務で管理されている座標との比較は、更に検証が必要である 

 計測範囲が 7.5km と長い場合、現場で基準局設置が不要な NTRIP 方式

は計測時間を短くすることが可能である 

 小型軽量受信機を含む、写真 3の計測機器全ての重さは約 1,100ｇである 

６．今後の研究 

 構造物の完成検査レベルの計測能力を持っているかの検証 

 マシンコントロールのように移動局が移動している状態での計測能力の確認

および作業性 
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表 1 座標精度 

図 4 基準局と既知点の関係 

基準局 

既知点(6 点) 

最大基線長(27km) 

写真 3 計測時の環境 
表 2 座標比較結果 

7.5km 

計測点 ΔX(m) ΔＹ(m) ΔＨ(m)

① -0.014 -0.016 -0.717

② -0.013 -0.121 0.068

③ -0.013 0.335 0.045

④ -0.004 0.294 0.046

⑤ -0.047 0.299 0.033

⑥ 0.013 0.261 0.009

 VI-993 令和元年度土木学会全国大会第74回年次学術講演会

© Japan Society of Civil Engineers VI-993


